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１．はじめに
1937（昭和12：以下，昭和12年）年7月の中国･
北京郊外での「蘆溝橋事件」に端を発する日中戦争
のはじまりから，1941（昭和16：以下，昭和16年）
年12月のハワイ真珠湾攻撃（日米開戦）を経て，
1945（昭和20：以下，昭和20年）年8月のポツダ
ム宣言受諾（第二次世界大戦の終結）までの間，国
内は戦時体制下に置かれることになる。
この間戦局は，1942（昭和17：以下，昭和17年）
年以降，日本にとってどんどん不利な状況へと進む
が戦時体制の強化は衰えることがなかった。
当時の国内スポーツ界の状況を木下は，次のよう
に指摘している：1）
スポーツ用語から敵性語，外来語の廃止にはじ
まったスポーツの精神主義的総力戦体制下は，ゲー
トル（巻脚絆）に戦闘帽（ヘルメットの下にかぶ
る軍隊の帽子）のプロ野球を出現させ，・競技・
ではなく・戦技・としてのスポーツの把握へと移っ
ていく。
それでは，以上のようにスポーツが・戦技・と位
置づけられ，実施されていくなかで登山はどのよう
な目的をもって実施されていたのであろうか。
当時の登山の状況を小泉は，「登山がスキーとと
もに戦技のひとつに位置づけられ，行軍の訓練や錬
成を目的とした集団登山が行われるようになっ
た」2）と指摘しているように，登山も他のスポーツ
種目同様戦技として位置づけられていたことがわか
る。
そこで本研究は，このように登山が戦技として位
置づけられる状況の中で，当時の立山登山はどのよ
うな目的をもって実施されていたのか，また，立山
は当時の社会状況のなかでどのように位置づけられ
ていたのか，その実際を当時の県内新聞社（富山日
報社・北日本新聞社）の新聞報道から明らかにした
い。
２．日中戦争の勃発と立山登山の実態
～1937（昭和12）年－1939（同14）年を中心にして
（１）日中戦争発生時の国内の状況
昭和12年7月に起こった「蘆溝橋事件」以降，
政府は同年8月24日に「国民精神総動員実施要
綱」の成立を閣議決定する。この政策は，国民全
体の戦意を高揚させるためのものであり，そのた
めに道府県では知事を会長とする精神総動員地方
実行委員会が設立された。そして，その委員とし
て市町村長・議員・各種団体長・実業家・教育者
などが任命され組織化が図られていった。実行委
員会では，その目的を達成するため様々なプログ
ラムを作成した。体育関連では，例えば柔剣道，
ラジオ体操が・強制・されることになる。
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その後1938（昭和13：以下，昭和13年）年には，
「国家総動員法」（4月），「体力章」（9月）が相次
いで制定され，戦時体制の整備は着々と進められ
ていった。
（２）立山登山の実態
このように，社会状況が戦争一色へと刻々と変
化するなかで立山登山はどのような目的をもって
実施されていたのであろうか。
昭和12年の富山日報紙上には，県下中学校，
女学校の集団登山の計画を報じる記事をいくつか
目にすることができる。しかし，登山の内容は夏
休みを利用した「暑中休暇プラン」としての学校
行事であり，時局を反映した雰囲気はまだこの時
期の登山には感じられない。同様のことは，同年
8月8日（日）の同紙上に掲載された記事からも
うかがい知ることができる。この記事では，その
年の夏の立山登山者が5000人を突破したこと，
なかでも女性登山者が約1,000人に及んだこと，
さらに女性には非常に険しく，かつ体力も必要と
される剣岳に300人余の女性が登ったことが伝え
られている。また，この記事の書き出しは「軍国
非常時を他所に立山登山者は賑やかに殺到してい
る」3）といったことからも，この頃はまだ立山登
山の目的に戦争の影響は及んでいなかったと言え
そうである。
しかし，このような賑わいも束の間で，昭和
13年に富山県は「銃後青少年の士気鼓舞と体位
向上の立前から県では一層体育運動を奨励」する
ため県下の各学校長，県体育協会長，県工場協会
長宛に通達を出し，そこに属する人びとに戦争を
意識させていく4）。
そして，1939（昭和14：以下，昭和14年）年
に入ると立山登山の目的にも「鍛錬」の文字が冠
せられ5），さらには警察6），学校7）などで行われ
る立山登山は，「心身の鍛練」を第一の目的とし
て実施されていくことになったのである。
３．戦局の転機と「立山登山縦走大会」の開催
～1940（昭和15）年－1942（同17）年を中心にして～
（１）戦局の転機と「体力」の国家管理
昭和16年12月8日，日本軍はハワイ真珠湾の
アメリカ軍を襲撃し，米英両国に宣戦布告する。
しかし，早くもその翌（昭和17）年6月のミッ
ドウェー海戦を契機に戦局は日本の敗戦へと動き
始める。そして，同年12月のガダルカナル島か
らの日本軍撤退は，もはや戦争の主導権を日本軍
は完全に失ったことを意味した。
戦局が，このように日本に不利な状況へと進む
なかで，国家は国民に対してさまざまな法令を布
達する。特に昭和16年には，国民の「体力」向
上にむけた法令がいくつか示された。
昭和16年2月，厚生省は「まず歩こう」運動
を提唱，さらに5月には同省が体力検査の結果，
筋骨薄弱の青少年の体力錬成のため，「国民体力
向上修練会」を全国的規模で開設する旨を発表す
るなど，国民の「体力」向上のための施策が次々
に打ち出されていく。この「体力」向上のための
施策は女子にも適応され，同年11月に厚生省は
女子体力章検定を制定するなど，男性・女性とも
彼らの体力は国家の管理下に置かれていくことに
なる8）。
（２）「立山登山縦走大会」の開催
このような状況の中で，立山ではそれまでに例
を見ない画期的なスポーツイベントが開催された。
「立山登山縦走大会」（1940年：昭和15年，以下
昭和15年）である。主催は富山県体育協会，後
援として富山県電気局が名を連ねた。この大会は，
昭和15年が皇紀二千六百年に当たること，県社
雄山神社の社格が国幣小社に昇格したことからこ
れらを記念するイベントとして開催された。大会
の概要については，当時の新聞報道をもとに作成
した【資料-1】を参照されたいが，それは当時
の富山県庁前から雄山頂上までの58kmを8区間
に分け，襷をつないで一気に標高3003mの雄山
頂上まで駆け上がる・破天荒・な競走であった。
また，選手が背負うリュックサックには皇運隆昌・
武運長久の祈願文が備えられていたことや，中学
生・青年団チームと共に，傷痍軍人たちがチーム
を編成して参加したことは，当時の世相を反映し
ていたと言えよう。
当時の北日本新聞も傷痍軍人チームの活躍には
特別に紙面を割き，メンバーの一人，木下選手の
完走の喜びを以下のように報じた：9）
傷痍軍人の強さはっきり見せた 隻腕の木下
氏頂上で感激談
五着を占めた傷痍軍人チーム最終コース選手
木下正治氏（三二）は東礪高瀬村の人で 前上
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海戦で名誉の負傷をし右腕を失ったものであり，
感激に頬をほくらして立山頂上で語る
ただ再起奉公の一念でやりました，身体は不
自由でも時難克服の心構えは誰人にも劣らぬも
のをみんなもっています，我々は我々の精神力
をどこまで反映させる事が出来るかと懸命にや
りましたが，この調子では再起奉公に非常に心
強さを覚え喜んでおります
このことから「立山登山縦走大会」の実施には，
単に皇紀二千六百年や社格の昇格を記念するだけ
ではなく，戦場で心身共に痛手を負って帰還した
兵士たちに「再起奉公」という生きる希望を抱か
せる意味を持ち，かつ彼らの不屈の精神を報道す
ることで県民の戦意を高揚させようとする新聞社
側の意図もあったと推察するのである。
（３）女性の立山登山の目的
一方，この頃は国家にとっても女子の体力向上
は重要な課題となっていた。では，このような時
期，女性の立山登山はどのような目的をもって実
施されていたのであろうか。
昭和16年8月6日（水）の北日本新聞紙上に
掲載された「山に憧れる女性」と題する以下の記
事にその実態を垣間見ることができよう：10）
（略）今夏女性の登山者が目立って増加した
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【資料－１】
昭和15年8月8日（木）及び20日（火）の『北日本新聞』紙上に掲載された「立山登山縦走大会」
の記事をもとにまとめられる競走の概要は，以下の通りである。
【参加チーム】
①魚津中学校 ②新保村青年団 ③富山師範学校 ④富山体育倶楽部 ⑤傷痍軍人体育倶楽部
⑥砺波商業 ⑦立山村青年団 ⑧砺波中学校 ⑨高岡商業
【選手の服装】
①ランニング服 ②地下足袋または運動靴
③リュックサックを背負う（中身：皇運隆昌，武運長久「祈願文」）
④赤襷使用（襷には「皇紀式年雄山神社昇格奉祝立山登山縦走大会」と大書されていた。）
【コース及び区間賞・タイム】
①第1区：県庁前－大田村開＝7.5km 区間賞：新保青年団 30分
②第2区：大田村開－雄山神社前立社檀＝8km 区間賞：富山体育倶楽部 32分20秒
③第3区：雄山神社前立社檀－千垣駅＝7km 区間賞：富山体育倶楽部団 38分20秒
④第4区：千垣駅－藤橋＝8km 区間賞：傷痍軍人体育倶楽部 29分
⑤第5区：藤橋－称名ホテル＝8.5km 区間賞：富山体育倶楽部 45分
⑥第6区：称名ホテル－弘法小屋＝3.5km 区間賞：魚津中学校 32分22秒
⑦第7区：弘法小屋－天狗平小屋＝5.5km 区間賞：富山体育倶楽部チーム 53分32秒
⑧第8区：天狗平小屋－立山頂上＝5.5km 区間賞：魚津中学チーム 51分
【最終結果】
順位 チーム 最終走者 雄山頂上到着時間 総合タイム
1 魚 津 中 学 校 清河 重松 午後12時36分 5時間33分
2 新 保 青 年 団 窪田 一浩 午後12時43分 5時間43分
3 富 山 師 範 学 校 高村 文一 午後12時51分 5時間52分
4 富 山 体 育 倶 楽 部 永森清太郎 午後12時59分 5時間59分
5 傷痍軍人体育倶楽部 木下 正治 午後1時4分 6時間4分
6 砺 波 商 業 上森 時信 午後1時6分 6時間6分
7 立 山 村 青 年 団 佐伯 忠雄 午後1時12分 6時間12分
8 砺 波 中 学 野村 信生 午後2時14分 7時間14分
※高岡商業チームは第5区まで参加し，その後は棄権している。
ことは各工場会社その他が中心となって『体位
向上は登山から』と経費が少なくて然も大自然
の恩恵を十二分に満喫出来る登山を奨励したこ
とや銃後女性の山への認識が一段と深まったの
によるものと見られる
このように，当時の女性の立山登山も男性同様
に「体位向上」を目的として実施されていたこと
がわかる。そして，彼女たちも社会の動向をじゅ
うぶん承知して登山活動に参加していたと言えよ
う。
その後戦況が激しさを増していくと，女性の立
山登山はよりいっそう戦争を意識した目的の下で
実施されていった。例えば，昭和17年に富山女
子青年団が実施した立山登山の様子は以下のよう
であった：11）
女青の山岳訓練 立山で米英撃滅祈願富山女
子青年団では銃後女子青年の品位と体力増強を
はかるため七月二十二日から二十四日まで二泊
三日の予定で雄山神社を参拝敵国撃滅，必勝祈
願，皇軍将兵武運長久祈願を行い併せて弥陀ヶ
原を中心に野外訓練を行い大東亜戦下にふさわ
しい強健な体位と不撓不屈の敢闘精神を養成す
ることになった。参加者は各校下から二，三名
ずつ計六十名で市学務課から一井市体育主事ほ
か係員五名が付添うことになっている。
すなわち，この時期になると，立山は女性にとっ
て「銃後女子青年の品位と体力増強」を図る目的
をもったトレーニング（訓練）の場（弥陀ヶ原周
辺）となっていたのであった。
４．戦争の終結と立山登山の実態
～1943（昭和18）年－1945（同20）年を中心にして～
（１）戦争の終結 －日本の敗戦－
1944（昭和19：以下，昭和19年）年10月のレ
イテ沖海戦における日本軍の敗北は日本の敗戦を
決定づけた。翌昭和20年3月，アメリカ軍は爆
撃機Ｂ29による東京大空襲を決行，さらに同年8
月6日には広島に，9日には長崎にそれぞれ原子
爆弾を投下する。そして，日本は8月15日にポ
ツダム宣言を受諾，無条件降伏することによりよ
うやく終戦を迎えることとなった。
このように，日本は敗戦の一途を辿ったのであ
るが，昭和18年5月に厚生省から「国民鍛錬行
事要綱」が発表されたり，9月には同省が「女子
体力章検定」の実施12）を決定，さらに翌19年4月
には文部省が教練の充実強化を指示するなど依然
国防体制の強化は進められていたのである13）。
（２）立山登山の実態
以上のような社会の流れの中で，昭和18年 7
月14日（水）付『富山日報』は，「錬成の夏山ひ
らく」と題してこの年の夏山シーズンの開幕を告
げている。見出しにはこのように「錬成」の文字
が踊り，記事の書き出しも「決戦下健民健兵の道
場として夏山の登山季節をむかえた（略）」14）と
記されている。さらに，同年7月18日（日）には
「登山に見出す意義」と題する以下のような記事
も掲載された：15）
わが国の登山界を風靡していた自由主義的な
思潮は，支那事変を契機として変貌し，大東亜
戦でその進路を明確にした。登山の道は戦場に
通ずる。御召しをうけて直ちに役立つ体躯を鍛
え奉公帰一の精神を養う－錬成道場としての
『山岳』が，決戦下における国民の前に大きく
聳えている
このことから，この時期の立山登山は，山の景
色を眺め，雄大な自然の中に我が身を置くといっ
た登山本来の楽しみ方は影を潜めざるを得ず，
そこは戦争の為の・道場・であり，その目的も・錬
成・を第一として実施されていたことがわかる。
その後，昭和19年には「山小屋を道場に 錬成
登拝を徹底」16）との見出しで，山小屋経営者たち
の登山者を迎え入れる際の心構えが報じられてい
る。記事によれば，すべての山小屋経営者は統一
見解として，すべての登山者に対し「錬成強化を
図る」態度をもって迎えるとした。この他にも紙
上には「女青登山の錬成」17）と題する高岡女子青
年団の登山計画なども報じられている。
いよいよ終戦を迎えることになる昭和20年は，
北日本新聞紙面はそのほとんど全てが日本の戦果
を知らせる記事で埋められていく。そのなかで7
月14日（土）付の紙面に立山登山に関する唯一の
記事を見つけることが出来る。その内容は以下の
ようであった：18）
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懸案となっていた今夏の立山連峰『山開き』
は県土木課長野坂相如氏をはじめ立山讃仰有志
の斡旋で梅雨明けの本月十五日から一斉に行う
ことに決定（略）今年は特に国内戦場化の事態
に即応し『山岳宗教』の『山伏』式錬行による
心身鍛錬と皇国必勝の祈りを○（判読不明：引
用者）峰一万尺の絶頂雄山神社に捧げる熱誠の
登拝者だけに休憩所などの便宜をはかる，また
逼迫した食料事情に鑑み，登拝者は各自『お米』
乃至代用食を必ず携帯するよう注意されている
この記事は，終戦を1ヶ月後に控えた時期に作
成されたが，この頃はアメリカ軍が沖縄を完全に
制圧し，本土に迫ろうとする勢いを見せていた。
「国内戦場化」といったまさに切羽詰まった状態
に日本は置かれていたのである。
以上のことから当時の立山は，皇国必勝を祈願
する場，本土決戦に備えて心身を鍛練する場とし
て戦争の終結まで位置づけられていたのであった。
５．まとめ
本研究は，昭和12年から昭和20年までの戦時体
制下における立山登山が，どのような目的をもって
実施されていたのか，また，立山は当時の社会状況
のなかでどのように位置づけられていたのか，その
実際を当時の県内新聞社（富山日報社・北日本新聞
社）の新聞報道をもとに明らかにした。その結果は
以下のようにまとめられよう。
①昭和12年7月に北京郊外で起こった蘆溝橋事件
をきっかけに引き起こった日中戦争により，国内
では「国家総動員法」（昭和13年4月），「体力章」
（同年9月）が制定されるなど戦時体制が整えら
れていった。
②このような社会状況の中で登山（立山登山）は，
社会の好景気もあって盛んに実施されていたが，
徐々に「心身の鍛練」，「体力向上」といった目的
のもとで実施されるように変化していった。
③昭和16年12月8日，日本軍はハワイ真珠湾のア
メリカ軍を襲撃し，米英両国に宣戦布告する。し
かし，翌（昭和17）年6月のミッドウェー海戦
での敗北，同年12月のガダルカナル島からの日
本軍撤退は，早くも戦争の主導権を日本軍は完全
に失ったことを意味した。
戦局が，日本に不利な状況へと進むなかで，国は
昭和16年2月に厚生省が「まず歩こう」運動を
提唱，さらに5月には同省が「国民体力向上修
練会」の開設を発表するなど，国民の「体力向上」
のための施策が次々に打ち出されていった。この
「体力向上」のための施策は女子にも適応され，
同年11月に厚生省は女子体力章検定を制定する
など，男性・女性とも彼らの体力は国家の管理下
に置かれることになる。
④このような状況の中で，立山はそれまでに例を見
ない画期的なスポーツイベント開催の舞台となる。
「立山登山縦走大会」（昭和15年：富山県体育協
会主催，富山県電気局後援）がそれである。この
大会は，昭和15年が皇紀二千六百年に当たるこ
と，県社雄山神社の社格が国幣小社に昇格したこ
とから，これらを記念するイベントとして開催さ
れた。しかし，中学生・青年団チームと共に傷痍
軍人たちがチームを編成して大会に参加したこと
は，その開催には皇紀二千六百年や社格の昇格を
記念する意味だけではなく，傷痍軍人たちに「再
起奉公」という生きる希望を抱かせる意味と，彼
らの不屈の精神を報道することで県民の戦意を高
揚させようとする新聞社側の意図があったと推察
するのである。
⑤この頃になると国家にとって女子の体力向上は重
要な課題となっていた。ために女性の立山登山は，
彼女たちの「体位向上」を目的として実施され，
立山自体が「銃後女子青年の品位と体力増強」を
図る目的をもったトレーニング（訓練）の場（弥
陀ヶ原周辺）として位置づけられていく。
⑥昭和19年10月のレイテ沖海戦における日本軍の
敗北から翌昭和20年 3月のアメリカ軍爆撃機
Ｂ29による東京大空襲，さらに同年8月6日，9
日の広島，長崎への原子爆弾の投下，そして 8
月15日のポツダム宣言受諾による無条件降伏
（終戦）まで，国内では戦局の流れとは裏腹に，
国防体制の強化が進められた。主な取り組みは，
昭和18年5月に厚生省が「国民鍛錬行事要綱」
を発表，9月になるとさらに同省が「女子体力章
検定」の実施を決定，その後翌19年4月には，
こんどは文部省が教練の充実強化を指示するなど
であった。
⑦このような状況の中で立山は，皇国必勝を祈願す
る場，本土決戦に備えて心身を鍛練する場として
戦争の終結まで位置づけられ，その目的を持って
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登山を試みてくる登山者たちを受け入れ続けたの
であった。
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